
□大きな家具，家電製品は固定する。 

□寝室や子ども部屋にはなるべく家具，家電製品を置かない。または，背の低い家具にする。 

□家具，家電製品が倒れて出入り口をふさがないよう，家具やベッドの配置を工夫する。 

□手の届くところに，懐中電灯（ヘッドライト）やスリッパ，笛やブザーなどを用意する。 

□ (                                  )      □ (                                 ) 

災害対策チェックリスト 

 

●それぞれの内容について，確認したもの，準備したものにチェック☑をご記入ください。 

●ご家庭の状況に応じて，チェック項目を付け足すなどしてご使用ください。 
 

【耐震性の確認，耐震改修の実施及び家具の転倒防止策】 

  

 

 

 

 

【災害に備えての平常時からの実施事項】 

 

 

 

 

【備蓄 ※最低３日，できれば 7 日分】 

 

 

 

 

 

 

 
 

【非常持ち出し品】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□避難場所，避難ルートの確認       □移動手段，支援者の確保 

□家族の安否確認の方法          □災害伝言ダイヤルや災害伝言板の利用方法 

□家族内での緊急時の集合場所       □ (                                ) 

□ (                               )          □ (                                ) 

□飲料水   1 人 1 日 3 リットルが目安 

□生活用水  水道水を入れたタンクの常備，お風呂の水をいつも張っておくなど 

□非常食   レトルト食品，カップ麺，乾麺，缶詰，チョコレート，ビスケットなど 

□生活必需品 トイレットペーパー，携帯トイレ，ティッシュペーパー，ランタン， 

       カセットコンロ，予備ボンベなど 

□ (                                 )       □ (                                 ) 
  

※食物アレルギー等のある方は，食べられる物を多めに確保しましょう。 

※ペットを飼っている方は，餌等の必要な物を用意しましょう。 

□貴重品（現金，印鑑，通帳，健康保険証，受給者証，お薬，お薬手帳，免許証など） 

□食料品（飲料水，カップ麺，缶詰，乾パン，ビスケット，チョコレート，火を通さずに食べら 

     れるものなど） 

□生活用品（衣類（防寒用も）），毛布，タオル類，洗面用具，歯ブラシ，マウスウォッシュ，  

      ティッシュペーパー，携帯トイレ，ごみ袋（45ℓ），防災ずきん（帽子），マスク， 

            軍手，生理用品など） 

□救急用品（絆創膏，包帯，消毒液，目薬，胃腸薬，解熱剤，傷薬，体温計，ｶﾞｰｾﾞ，常備薬など） 

□その他（携帯電話，充電器，モバイルバッテリー，懐中電灯，予備の電池，ビニール袋， 

     筆記用具，メモ帳，携帯ラジオ（AM と FM 両方聞けるタイプ），笛やブザー，防寒具， 

     使い捨てカイロ，冷感タオル，乳幼児ミルク，ほ乳瓶，紙おむつ，ペット用品など） 

□（                 ）  □（                 ） 



～その他，患者さんの状況に合わせて準備・確認をしましょう～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【耳の不自由な方】 
 

□補聴器や人工内耳の予備，電池 

□笛やブザーなど 

□筆談のための筆記用具，メモ帳など 

□文字情報が得られる携帯端末（スマート 

 フォンなど） 

□懐中電灯など携帯用の照明  

 (暗くても手話や文字が見えるように) 

□（                ） 

□（                ） 

 

【寝たきりの方】 

□タオルやガーゼ等必要な介護用品 

□紙おむつや防水シートなどの排せつ用品 

□エアマットの代わりになる布団類など 

 床ずれ対策に必要な物 

□おんぶひもなどの幅広いひも 

□（                 ） 

□（                 ） 

□（                 ） 

 

【杖や車いす等を使用している方】 

□移動時に通れる幅を十分に確保しておく 

□暗くてもわかるよう蛍光シール等を貼る 

□タイヤの空気圧の確認 

□電動車いすの場合は使用後に充電 

□車いすでも使用できるカッパなど 

□パンク修理セット 

□（                ） 

□（                ） 

  【経管栄養などを使用中の方】 

□経管チューブ 

（サイズ    Fr.   週に１回交換） 

□経管栄養食（２週間分を目安に） 

□経管栄養バッグ（使い捨てタイプ）や 

 チューブの予備 

□注射器の予備（水分や薬の注入のため） 

□アルコール綿，ガーゼ 

□（                ） 

□（                ） 

 

 

 【膀胱カテーテル，ストマ等を 

          使用している方】 

□留置カテーテル 

（サイズ    Fr.   週に１回交換） 

□ストーマ袋など各装具の予備（２週間分 

 を目安に） 

□皮膚保護剤や皮膚洗浄剤などのストーマ 

 用品の予備（２週間分を目安に） 

□ガーゼや綿花 

□（                ） 

□（                ） 

 

【目の不自由な方】 
 

□玄関までの通路に物を置かない                 

□非常用持ち出し袋の置き場所を確認 

   (たぐりひもを付けておくなど) 

□白杖，点字器など 

□眼鏡やルーペ 

□ラジオ，音声時計，携帯電話，充電器や 

 電池の予備など 

□手袋や軍手 (手探り用) 

□（                ） 

□（                 ） 

□避難指示や警報，サイレン等があった場合に，個別に知らせてもらうよう近所や 

 周囲の人に知らせておく 

□災害時に支援してほしいこと，配慮してほしいこと等を書いたメモやカードの作成 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【難病ハンドブックに関する問合せ先】 

 旭川市保健所 保健予防課 保健予防係 

（住 所）〒070-8525 旭川市 7 条通９丁目 総合庁舎４階 

（電 話）0166-25-6237 （ＦＡＸ）0166-26-7733 

 

 
【人工呼吸器を使用中の方】 

□人工呼吸器の機種や普段の設定の確認       

□内部バッテリーの有無，作動時間の確認 

□外部バッテリーの準備，使い方等の確認 

□停電時でも見えやすいよう蛍光シール等  

 を貼る 

□アンビューバッグの準備 

□災害時の対応について，医療機関と確認   

 ※避難指示や警報，サイレン等があった 

  場合は，発電機のある施設に移動する 

□（                ） 

□（                ） 

 

 

 

 【在宅酸素使用中の方※火気厳禁】 

□吸入量，吸入時間の確認 

□酸素ボンベの残量，消費時間の確認 

□酸素濃縮器からの切り替え方法 

□酸素濃縮器の電流(アンペア)の確認 

□酸素ボンベの予備，酸素キャリー 

□自家発電機や発電機の燃料の準備 

□（                ）

□（                ） 

【気管切開している方】 

□気管カニューレの予備 

（サイズ     Fr.   週に１回交

換） 

（カフエア     ml） 

□吸引器，吸引用チューブの予備 

□アルコール綿，蒸留水，滅菌手袋 

□人工鼻 

□注射器（喀痰吸引やカフ調節に使用） 

□（                ） 

□（                ） 

 
 【電動ベッド・エアマットを 

           使用中の方】 

□安楽な姿勢を確認 

□高さが低い状態で使用する。 

 ※停電時は電動ベッドは動かないため， 

  苦しい姿勢が続いたり，転落すること 

  を防ぐ 

□手動での操作方法の確認 

□停電時にエアマットから空気が抜けない 

 ようにする方法の確認 

□（                ） 

□（                ） 

 

 ※ 医療機器等を使用している方は，取扱会社や電力会社の連絡先を確認して 

    おきましょう。また，被災した場合の対応について，日頃から医療機関や 

    関係者と話し合い，決めておくことが大切です。 

参考文献：災害時難病患者支援計画を策定するための指針(改訂版)  

            平成 28 年度厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等克服研究事業  難治性疾患等政策研究事業    

           （難治性疾患政策研究事業） 「難病患者の地域支援体制に関する研究」班（2017） 


